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抄録 本研究は，プログラミング的思考を活用する児童を育てる授業実践の在り方を探ったものである。

児童にプログラミング的思考を意識させるために，「仙台版情報活用能力学習目標リスト」を基に，発達

段階に応じたキーワードにして，目に見える形で示した。また，どのような考え方を働かせたかに気付

かせ，その考え方を生かすことができそうな場面を振り返らせた。様々な教科で実践した結果，プログ

ラミング的思考を活用する児童の姿が見られるようになった。 

 

＜キーワード＞   □プログラミング的思考を活用する □プログラミング的思考を意識させる  

  

Ⅰ はじめに 

１ 主題設定の理由 

小学校学習指導要領(平成29年告示)において，

情報活用能力は，言語能力などと同様に学習の基

盤となる資質・能力と位置付けられた。 

また，情報活用能力の育成を図るための学習活

動の充実を図ることとして，特に小学校において

は，「児童がプログラミングを体験しながら，コン

ピュータに意図した処理を行わせるために必要な

論理的思考力を身に付けるための学習活動」¹を実

施することと規定された。 

小学校におけるプログラミング教育のねらいの

一つとして，プログラミング的思考を育むことが

挙げられており，プログラミング的思考は，「子供

たちが将来どのような職業に就くとしても時代を

越えて普遍的に求められる」²と述べられている。 

これらのことから，情報活用能力は，予測困難な

これからの時代を生きる児童に必要不可欠な資質

であり，そのための一つとして，プログラミングを

体験しながら，プログラミング的思考を活用する

力を身に付けることが必要であると考えられる。 

これまでの自身の実践では， 学習指導要領に例

示されている５年生算数科の正多角形の単元で，

児童がプログラミングを体験する学習活動を指導

した。児童は，コンピュータを使用して作図ができ

ることに新鮮味を感じ，夢中になって取り組んで

いた。授業後の振り返りでも，「楽しかった」など

の感想が多く見られた。このことから，児童がプロ

グラミングを体験する学習活動に取り組むことの

楽しさや面白さについては味わわせることができ

たと考えられる。しかし，プログラミングを体験す

る学習活動を通して学んだことについて言及した

感想は得られず，児童がプログラミング的思考を

活用することができたかは，明確に把握すること

ができなかった。 

児童がプログラミング的思考を活用できたかが

曖昧である要因は，プログラミング的思考の学習

内容について児童に可視化して示したり，どのよ

うな考え方を働かせたかに気付かせ，その考え方

を生かすことができそうな場面を振り返らせたり

するなど，意識させることが不十分であったから

だと推察される。児童に様々な教科でプログラミ

ング的思考を意識させる手立てを講じることで，

活用する力を身に付けさせることができるのでは

ないかと考える。 

以上のことから，様々な教科でプログラミング

的思考を意識させることを通して，プログラミン

グ的思考を活用する児童を育てていきたいと考え，

本主題を設定した。 

２ 研究の基本的な考え方 

(１) 「プログラミング的思考を活用する」とは 

 「仙台版情報活用能力学習目標リスト」(以下，
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学習目標リストと表記)のプログラミングの学習

内容の項目は，Ｃ１～Ｃ７の七つである。 

 「プログラミング的思考を活用する」とは，児童

が，Ｃ１～Ｃ５の五つの要素を，場面や状況に応じ

て選択し，思考して表現することと捉える(表１)。 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 「プログラミング的思考を意識させる」とは 

 「プログラミング的思考を意識させる」とは，児

童に，学習目標リストのＣ１～Ｃ５の五つの要素

を，自覚した状態で思考させることと捉える。 

 様々な場面で，繰り返し意識させることで，「あ

の場面でもこの考え方を働かせた。」「別の場面で

もこの考え方が使えるのではないか。」という気付

きが生まれ，プログラミング的思考を活用するこ

とにつながると考える。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

プログラミング的思考を意識させるキーワード

と振り返りを通して，プログラミング的思考を活

用する児童を育成する授業実践を提案する。 

 

Ⅲ 研究の視点と手立て 

＜視点＞プログラミング的思考を意識させる工夫 

(１) キーワードによる可視化(手立てＡ) 

学習目標リストのＣ１～Ｃ５の学習内容の項目

を，発達段階に応じたキーワードにし，カードで示

す。教科の学習活動やプログラミングを体験する

学習活動の際に，どの考え方を働かせればよいか，

カードを教師が示したり児童に選ばせたりする。 

(２) 働かせた考え方の振り返り(手立てＢ) 

教科の学習活動やプログラミングを体験する学

習活動の後に，学習目標リストのＣ１～Ｃ５の学

習内容の項目について，どの考え方を働かせたか

に気付かせる振り返りを行う。また，その考え方を

生かすことができそうな場面を想起させる振り返

りを行う。 

 

Ⅳ 研究の概要 

１ 実態調査 

(１) 計画 

実態調査を表２のとおり実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 結果及び考察 

各学年におけるプログラミング的思考に関する

調査を，学習目標リストを基に実施した。Ｃ１につ

いては，学習目標リストの内容に即した問題を作

成し，調査した(図１，２，３，４)。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１から，２年生の 45％の児童が，絵を分解し，

部品として形を捉えることができていないと考え

られる。また，図２から，５年生の約 40％の児童

が，例で示したよりも答えの数が少なく，動作の手

順を細かく分けて考えることが困難であると推察

される。どちらの学年においても，Ｃ１の考え方を

十分に活用できていないと考えられる。 

N＝37 (％) (人) 

35％ 

5％ 

40％ 

図２ 「Ｃ１:物事の分解」についての問題と答えの数の分布(５年生) 

 

表２ 実態調査計画 

 
プログラミング的思考に関する意識及び実態

を把握し，授業実践や検証に生かす。 

仙台市立吉成小学校 第２学年１組 22名 

          第２学年２組 22名 

          第５学年１組 40名 

Google Formsによるアンケート調査 

児童のプログラミング及び探究スキルに関す

る意識及び実態調査 

令和４年６月８日(水) 

 

表１ 仙台版情報活用能力学習目標リストから一部抜粋³ 

 

 

N＝40 正答率 

正答 

誤答 

図１ 「Ｃ１:物事の分解」についての問題と正答率(２年生) 

45％ 
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図３から，Ｃ１以外のプログラミング的思考に

ついて，２年生の約 18～25％の児童は，できると

は言えないと感じている。また，図４から，５年生

は２年生と比べて肯定的な回答は少ない。このこ

とから，２年生と５年生のどちらの学年において

もプログラミング的思考を十分に活用できていな

いと推察される。 

以上のことから，キーワードによる可視化や働

かせた考え方の振り返りを行い，プログラミング

的思考を意識させることで，プログラミング的思

考を活用できる児童を育てていきたいと考える。 

２ 授業実践の概要 

 (１)  実践１ 

実践１を表３のとおり実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)  実践２ 

実践２を表４のとおり実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象 仙台市立吉成小学校 ５年生 

実施期間 令和４年９月１日～９月 20 日 

教科・単元名 算数科「偶数と奇数，倍数と約数」 

プログラミングの種類 ビジュアルプログラミング(Scratch) 

プログラミング的思考 Ｃ２:情報の分類，Ｃ３:情報の関係付け 

時 ねらい 学習活動 手立て 

１ 
「偶数」「奇数」の意味や性質
を知り，整数は偶数と奇数に
類別できることを理解でき
る。 

・２つに分けられた数の特徴を調
べ，整数の分け方を考える。 

A 

B 

２ 
・偶数と奇数をそれぞれ２で割っ
たときの余りについて調べる。 

・「偶数」「奇数」の意味を知る。 

A 

B 

３ 
偶数と奇数を式に表し，その
性質を考え，説明することが
できる。 

・偶数と奇数を２×□，２×□＋１ 
の式に表し，偶数と奇数の意味
や性質を考える。 

A 

B 

 

表４-２ 実践２指導計画(５年生) 

 

表４-１ 実践２指導計画(２年生) 

 

 

表３-２ 実践１指導計画(５年生) 

 

 

 

表３-１ 実践１指導計画(２年生) 

 

N＝40 

図３ プログラミング的思考についての調査(２年生) 

N＝37 

図４ プログラミング的思考についての調査(５年生) 
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(３)  実践３ 

実践３を表５のとおり実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 授業実践の内容と結果及び考察 

＜視点＞プログラミング的思考を意識させる工夫 

(１) キーワードによる可視化(手立てＡ) 

① 内容と結果 

○２年生 

実践１の図画工作科では，教師の作成した例示

の模様から「小さく分ける」というキーワードで物

事の分解を意識させ，模様がどのような部品を組

表５-１ 実践３指導計画(２年生) 

 

 

対象 仙台市立吉成小学校 ２年生 

実施期間 令和４年９月 21 日～10月５日 

教科・単元名 算数科「さんかくやしかくの形をしらべよう」 

プログラミングの種類 アンプラグドプログラミング 

プログラミング的思考 Ｃ２:情報の分類，Ｃ３:情報の関係付け 

Ｃ４:問題解決の手順 

時 ねらい 学習活動 手立て 

１ 

 

辺や頂点の数に着目して図
形を分類する活動を通して，
三角形，四角形の意味や性質
を理解できる。 
 

・点をつなぎ，動物を囲んで形を作
り，それらの形を辺や頂点に着目
して分類する。 

・｢三角形｣，「四角形」の意味や性質
を理解する。用語「辺」「頂点」を
知る。 

A 

B 

２ 
図形を弁別する活動などを
通して，三角形，四角形につ
いての理解を確実にできる。 

・三角形，四角形を弁別する。 
・格子点を直線で結び，三角形や四
角形などの基本図形を構成する。 

A 

B 

３ 
直角の意味を知り，身の回り
から直角を見付けることが
できる。 

・身の回りから四角形の形のものを
探す。 

・紙で直角を作る操作を通して，平
角を 2 等分した形を「直角」とい
うことを知る。 

・身の回りから直角を探す。 

A 

B 

４ 
長方形を構成要素に着目し
て見ることを通して，長方形
の意味や性質を理解できる。 

・不定形の紙を折って長方形を作
り，全てのかどが直角であること
を確かめる。 

・「長方形」の意味や性質をまとめ
る。 

・長方形を弁別する。 

A 

B 

５ 
正方形を構成要素に着目し
て見ることを通して，正方形
の意味や性質を理解できる。 

・長方形の紙を操作して正方形を作
り，全ての角が直角で，全ての辺
の長さが等しいことを確かめる。 

・「正方形」の意味や性質をまとめ
る。 

・正方形を弁別する。 

A 

B 

６ 
長方形，正方形を対角線で分
割した三角形を，構成要素に
着目して見ることを通して，
直角三角形の意味や性質を
理解できる。 

・長方形，正方形を対角線で分割し
てできた形を考える。 

・「直角三角形」の意味や性質をまと
める。 

A 

B 

 

７ 
方眼を利用した長方形，正方
形，直角三角形のかき方を，
方眼の仕組みや図形の性質
に着目して考え，作図するこ
とができる。 

・方眼を利用して，指定された長方
形，正方形，直角三角形を作図す
る。 

 

８ 
単元の学習の活用を通して，
事象を数理的に捉え論理的
に考察し問題を解決するこ
とができる。 

・合同な長方形や直角三角形などを
使って敷き詰め模様を作る。 

A 

B 

９ 
学習内容の定着を確認し，数
学的な見方・考え方を振り返
ることができる。 

・Yes/No チャートやベン図を使っ
て，長方形，正方形，直角三角形
の意味を確認する。 

A 

B 

10 
学習の定着を確認し，数学的
な見方・考え方を振り返るこ
とができる。 

・適用問題に取り組む。 B 

 表５-２ 実践３指導計画(５年生)  

 

 

 

４ 「倍数」「公倍数」「最小公倍
数」の意味について理解でき
る。 

・「倍数」を知り，意味を確かめる。 A 

B ５ 
・「公倍数」「最小公倍数」を知る。 
・数直線上でいろいろな数の公倍
数を見付ける。 

６ 
２つの数の公倍数は，最小公
倍数の倍数になっていること
を理解し，２つの数の公倍数
を求めることができる。 

・４と６の公倍数を考える。 
・公倍数は最小公倍数の倍数であ
ることに気付き，公倍数の求め
方に活用する。 

A 

B 

７ 
３つの数の公倍数の求め方を
考え，説明することができる。 

・２と３と４の公倍数の求め方を
考える。 

・２と３と４の公倍数は，最小公倍
数の倍数になっているかを確認
する。 

A 

B 

８ 
プログラミングを活用して倍
数と公倍数調べを行い、公倍
数の規則性・法則性を理解で
きる 

・倍数は除法の考え方でも表すこ
とができることに気付かせる。 

・プログラミングをして倍数や公
倍数を求める。 

A 

B 

９ 
「約数」「公約数」「最大公約
数」の意味について理解でき
る。 

・「約数」を知る。 
・約数と倍数の関係を捉える。 
・約数の性質を調べる。 
・「公約数」「最大公約数」を知る。 

A 

B 10 

11 
２つの数の公約数は，最大公
約数の約数になっていること
を理解し，２つの数の公約数
を求めることができる。 

・24 と 36 の公約数の求め方を考
える。 

・公約数は最大公約数の公約数に
なっていることに気付き，公約
数の求め方に活用する。 

・３つの数の最大公約数を求める。 

A 

B 

12 
単元の学習の活用を通して，
事象を数理的に捉え，論理的
に考察し問題を解決できる。 

・生活場面で 偶数や奇数，倍数や
約数などが生かされている場面
を考える。 

 

13 
学習の定着を確認し，数学的
な見方・考え方を振り返るこ
とができる。 

・適用問題に取り組む。 
B 

 



佐藤５ 

み合わせてできているかを考えさせるようにした。

全員の児童が，プログラミングで，丸や三角などの

部品を組み合わせ，模様をつくることができた。 

また，児童がプログラミングで模様をつくる方

法を覚えた後に，「もっと○○に」というキーワー

ドで試行錯誤を意識させ，自分の表したい模様に

なるように色や部品の組み合わせを工夫させるよ

うにした。児童の学習感想には，様々な色や部品の

組み合わせを考えて，自分の表したい模様を作成

できたことが分かる記述が見られた(図５)。 

 

 

 

 

 

実践２の国語科では，「小さく分ける」と「じゅ

んばんを考える」のキーワードで物事の分解と問

題解決の手順を意識させ，相手に分かりやすく伝

えるための説明について考えさせるようにした。

全員の児童が，自分の考えた絵を構成要素に分け

てロイロノート・スクールのカードに書き出した

り，カードの並べ替えをしたりして，分かりやすく

説明する文を作ることができた。 

また，友達と絵の説明を試行した後に，修正をす

る時間を設け，「もっと○○に」というキーワード

で試行錯誤を意識させ，より分かりやすい説明が

できるように説明の順序や言葉を工夫させるよう

にした。 

授業中には，児童から，キーワードに関する発言

が聞かれるようになってきた(図６)。 

 

 

 

 

 

実践３の算数科の第３時では，児童が家庭で撮

影した身近な四角形を，教師が意図的に正方形・長

方形とそうでない四角形に分け，その違いを考え

させた。「きまりを見つける」というキーワードで

情報の関係付けを意識させ，かどの形に着目させ

て分け方の理由を考えさせた。教師が学習課題の

提示後にキーワードのカードを指しながら,どの

考え方が使えそうか尋ねると,「きまりを見つける」

「なかまに分ける」という発言が見られた(図７)。 

 

 

 

 

 

 

 

第９時には，単元を振り返って，学習した図形

を数学的な見方で捉え，理解を深めるために，教師

が任意で選んだ図形を児童が質問をして当てると

いう内容のアンプラグドプログラミングを行った。

「なかまに分ける」と「じゅんばんを考える」とい

うキーワードで情報の分類と問題解決の手順を意

識させ，Yes/No チャートを用いて，図形を当てる

ための質問を考えさせた。児童が，質問の答えから

考えられる図形を分類して，どのような質問をし

ていけば正解の図形を当てられるのか，解決の手

順を筋道立てて考えている姿が見られた。グルー

プで質問を考える際には，「こっちは，直角のなか

ま。」など，「なかまに分ける」のキーワードを使っ

て話し合う姿が見られた。 

○５年生 

実践１の音楽科では，「分解して考える」という

キーワードで物事の分解を意識させ，和音を構成

音に分解して，旋律と和音の関わりについて考え

させるようにした。また，「きまりを見つける」と

いうキーワードで情報の関係付けを意識させ，ま

とまりのある旋律に見られる反復などの仕組みに

ついて考えさせるようにした。 

また，第３時には，「もっと○○に」というキー

ワードで試行錯誤を意識させ，前時までに作成し

た旋律の音の長さや高低などを変えて，自分の表

したい旋律になるように工夫させるようにした。

自分の表したいイメージを，音楽の要素を踏まえ

て試行錯誤し，旋律づくりを行ったことが，学習感

想の記述に見られた(図８)。 

図５ ２年生実践１，第２時における児童Ａ.児童Ｂの学習感想 

 

図６ ２年生実践２，第３時 児童の発言 

図７ ２年生実践３，第３時 児童の発言 
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実践２の算数科では，第８時に Scratch を用い

て，倍数を求めるプログラミングを行った。まず，

３の倍数を求めるプログラムを学級全体で考えた。 

３の倍数は３で割ると余りが０になるという性質

を確認してから，「きまりを見つける」のキーワー

ドで情報の関係付けを意識させ，３の倍数をプロ

グラミングで表すための命令を考えさせるように

した(図９，10)。 児童は，倍数の性質とプログラ

ムの関係を理解し，条件設定を変えて，３以外の数

の倍数を表すプログラムについても作成すること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践３の家庭科では，Scratch炊飯器シミュレー

タで自動炊飯器に組み込まれたプログラムについ

て，「手順の組み合わせ」や「もっと○○に」とい

うキーワードで問題解決の手順や試行錯誤を意識

させ，米を炊く工程のブロックを並べ替えて炊飯

に関する一連の手順を考えさせるようにした。次

時の炊飯実習の際，教師が何に気を付けて炊飯し

たらよいか問い掛けたところ，児童から「火加減の

順番」や「手順」というキーワードが挙げられた。

プログラミングを体験する学習活動で意識させた

キーワードを，実際の炊飯の際も活用し，実習に臨

む姿が見られた。 

また，第６時は，Google Jamboardを用いて，ご

飯とみそ汁の調理計画を立てさせた。導入で，教師

が，調理手順が計画的に組み立てられていなかっ

たためにうまくいかなかった失敗談を話した。す

ると，児童から「手順」や「順番」という「手順の

組み合わせ」のキーワードに近い言葉が挙がった。

この児童の言葉から，「二品を同時に効率的に作る

調理計画を立てる」というめあてを明確にし，学習

を進めることができた(図 11)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 考察 

 実践１では，教師がキーワードで考え方を示し，

それを使って各教科の学習活動やプログラミング

を体験する学習活動をしていくことで，プログラ

ミング的思考について意識させることができたと

推察される。２年生では，児童からキーワードに関

する発言が出てくるようになり，プログラミング

的思考を児童が意識するようになってきたと考え

られる。実践３では，両学年共，各教科の学習活動

やプログラミングを体験する学習活動の際に，キ

ーワードに近い言葉を使って話し合ったり，この

図８ ５年生実践１，第３時における児童 C，児童 Dの学習感想 

 

図９ ５年生実践２，第８時 児童の発言 

図 10 ５年生実践２，第８時のワークシートの一部（一部拡大） 

図 11 ５年生実践３，第６時 児童の発言 
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考え方に着目しようと気付いたりするなど，活用

する姿が見られるようになった。 

これらのことから，様々な教科で，プログラミン

グ的思考をキーワードによって可視化し，意識さ

せることは，プログラミング的思考を活用する力

を育成するのに効果的だったと考えられる。 

(２) 働かせた考え方の振り返り(手立てＢ) 

① 内容と結果 

 ２年生と５年生の両方の学年で，教科の学習活

動やプログラミングを体験する学習活動の後に，

「今日の学習で働かせた『プログラミングの考え

方』は何か」と問い掛けて確認し，キーワードのカ

ードと同じアイコンに丸を付けさせた。そうする

ことで，どのような考え方を働かせたかに気付か

せ，プログラミング的思考を意識させるようにし

た。「今日の学習で学んだことや次の学習で生かし

ていきたいこと」の記述では，プログラミング的思

考に関わる言葉を使い，学習内容をまとめている

記述が見られた(表６，７)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践２・３では，単元末に「今回の学習で使った

『プログラミングの考え方』で，他の学習に生かし

ていきたいこと」を記述させ，プログラミング的思

考の他の場面や状況での活用について想起させる

ようにした。２年生と５年生の両方の学年で，「～

(教科や場面)で，～(Ｃ１～Ｃ５)を使う」という具

体的な活用場面やどのような考え方を働かせるか

を記述する児童が増えた。また，実践２・３を経て，

記述内容がより具体的になっていく様子が見られ

た（表８，９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 考察 

 教科の学習活動やプログラミングを体験する学

習活動の後に，どのような考え方を働かせたかに

気付かせることで，児童にプログラミング的思考

を意識させることができたと推察される。また，そ

の考え方を生かすことができそうな場面を想起さ

せることで，児童がプログラミング的思考を様々

な場面で活用しようとする姿が見られるようにな

った。 

これらのことから，どのような考え方を働かせ

たかを児童自身に振り返らせたり，他の場面や状

況での活用を想起させたりして，意識させること

は，プログラミング的思考を活用する力を育成す

るのに効果的だったと考えられる。 

４ 事後調査 

(１) 計画 

実践終了後，事前調査と同様に，プログラミング

的思考に関する児童の意識及び実態調査を行った。 

(２) 結果及び考察 

Ｃ１についての問題では，２年生は正答率が約

23％上がり，５年生も答えの数の相対度数を比較

すると，全体の答えの数が増加している(図 12，13)。 

 

 

 

 

 

表９ ５年生児童 Fの記述の変容 

表８ ２年生児童 Eの記述の変容 

 

表６ ２年生実践３，第９時の学習内容と振り返りの記述 

 

表７ ５年生実践３，第２時の学習内容と振り返りの記述 

 

55％ 

図 12 「Ｃ１:物事の分解」についての正答率(２年生) 

 

78％ 
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Ｃ２～Ｃ５に関しては，２年生は四つ全ての項

目で事前調査よりも肯定的な回答が増加した。一

方，５年生は，Ｃ２，Ｃ３については肯定的な回答

の増加が見られたが，Ｃ４，Ｃ５については肯定的

な回答が減少している(図 14，図 15)。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

キーワードによる可視化や働かせた考え方の振

り返りを行い，プログラミング的思考を意識させ

ることで，２年生はＣ１～Ｃ５，５年生はＣ１～Ｃ

３についてのプログラミング的思考を活用できる

ようになっていると考えられる。一方で，５年生の

Ｃ４とＣ５の結果に関しては，実践授業の中でプ

ログラミング的思考を意識させて教科の学習活動

やプログラミングを体験する学習活動をしたこと

で，児童の中でプログラミング的思考をより自覚

するようになり，自分が活用できているかの判断

が明確になったためだと推察される。 

 

Ｖ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

＜視点＞プログラミング的思考を意識させる工夫 

プログラミング的思考を，キーワードにして可

視化することで，様々な教科でプログラミング的

思考を意識させることができた。また，キーワード

を，教師が提示することから，児童に選択させるよ

うにしていくことで，児童がプログラミング的思

考を活用する姿が見られるようになった。また，児

童にどのような考え方を働かせたかを振り返らせ，

具体的な活用場面を想起させることで，プログラ

ミング的思考を意識させることができた。また，振

り返りを繰り返すことで，児童がプログラミング

的思考を活用する姿が見られるようになった。 

今後もキーワードや振り返りを継続することで，

児童が，様々な場面や状況でプログラミング的思

考を活用する力を育成できるものと考える。 

２ 今後の課題 

今回の実践では，様々な教科の学習活動やプロ

グラミングを体験する学習活動で，児童がプログ

ラミング的思考を活用する姿が見られたことにつ

いて，一定の成果が得られたと考えられる。今後

も，教科等の学習内容と関連付けながら，プログ

ラミングを体験する学習活動を取り入れ，体験の

中で児童がより主体的にプログラミング的思考を

活用できるようにする指導の在り方を探っていき

たい。 
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図 13 「Ｃ１:物事の分解」について 
事前調査と事後調査における答えの数の相対度数の変化(５年生) 

 

図 14 プログラミング的思考についての調査(２年生) 

 

 

図 15 プログラミング的思考についての調査(５年生) 

 


